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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、授業モニタリングシステムを開発し社会実装することで、「目標到達型のゴールと総括的

評価による序列化」から「目標創出型のゴールと形成的評価による教育改善」へと評価観の刷新を図る

ことを目指す研究である。 

５つの班編成により、システム開発、センター試験問題等を用いた認知実験、小中高校との連携や現

場での実践が進んでいる。うち、認知実験によるテスト検証からは、問題内容や設問構成、形式の組み

合わせにより思考過程等に違いがあることが明らかになるなど、重要な知見が引き出されている 。ま

た、システム開発では、音声認識率の低さ等の問題が判明し一部計画の変更がみられるが、問題点を詳

細に検討し解決方法が具体的に模索されている点は評価できる。 


